
訂正 O Erratum

6.文献の引用

(1)本文中の書 き方 文献の引用は山田 (1960),

Yamada(19“ ),(山田,19ω;田中,1970;Sato,1981)の

ようにし,Yamadal)の ような表示法は用いない.著者が

2人の場合は山田・岡 (1980),Yamada and Oka(1979),

3人以上のときは田中ほか (1966),Sato et al.(1955)と

する.

(2)引用文献欄の書き方 次の例に従う.

コlertelsen,E.1984. Ceratioidei:deve10pIIlent and relation¨

ships. Plages 325-3341iη  H.Go Moser「 WV.J.コuchards,I)。

Mo Clohen,M.P.Fahay,A.W.Kendan,Jre and S.L.
Richardson, eds. Ontogeny and systenlatics of nshes.

AIno Soco lchthyolo IIerpetol.Spec.Publ. 1.

Yasuda,F.and Yo Tolminaga。 1970。 Two new long_tailed

lx)macanthine nshes■ om Miyake」ima and OHnawa_
jinla,Japan.Japano J.Ichthyol。 ,17:141-151。

R.andaⅡ,J.E。 ,G。 IR.Allen and Ro C.Steene.1990. The

cOmplete diver's & nshennen's guide to nshes of the

G}reat Bar� er Reef and Coral Sea. Crawford]House

P)ress,lBathursto xx― 卜507 pp。 ,7 pls。

松原喜代松 0落合 明0岩井 保.1965.魚類学 (上).水産学

全集 9,恒星社厚生閣,東京.ii+xi+342 pp.

塚本勝巳。1988.アユの回遊メカニズムと行動特性.上野輝爾 0

沖山宗雄 (編),pp.1∝〉-133。 現代の魚類学.朝倉書店,東
示 .

同一著者が単独と他との共著で現れる場合には,単独

の方を先にする.著者が何人いても山田ほか, Yamada

et 江 とはせず, 山田太郎・佐藤花子・鈴木次郎,

Yamada,T.,H.Sato and Jo SuzuHの ようにする.同 じ著

者が続 く場合でも著者名を略して一のように表記しな

い.同 じ雑誌名が続く場合もIbid.等で略さず, 全部書

く。日本語の雑誌名は短縮しない (魚雑とは書かず,魚
類学雑誌と書く).巻 (Vol。 )と 号 (No.)を もつ雑誌は巻

のみを示し,巻がなく通しの号のみの雑誌はカッコをつ

けて号を示す.文献の図版 (plates)数 は分類学関係以外

の分野の原稿ではつけなくてもよい.ページ数や図版数

は引用した箇所だけではなく,そ の文献の全ページ・図

版数を示す.Japaneseの 略はJapaLと する.そ の他,細
部は最近号を参照して体裁の統一に協力する.

7.表

表は和文誌でも英文で書き,横線のみを用いて作成す

る:表のタイトルは表本体の上に書く.複数の表を用い

る場合には,た とえ表が小さくても,そ れぞれの表を

別々の用紙に書く.本文には表の挿入箇所を鉛筆で示

す.過大の表については,そ の印刷実費を著者が負担す

る.

8。 図

投稿者は良質の図を作成することに留意する.図は黒

インクまたは墨等で描き,図中の符号や字句はレタリン

グまたはレーザープリンターで作成する.タ イプライ

ター文字の切り張りによって作成した図は印刷に不向き

である.図は縮尺率 5卜70%を 目安に作成する.図の大

きさは原則として A4ま でとする.図の裏あるいは隅に

著者名,略題,図の番号,縮尺の指定を書く.縮尺は編

集段階で変更することがある。本文には図の挿入箇所を

鉛筆で示す.図の説明は和文誌でも英文とし,本文とは

別の用紙にまとめて書く.刷 り上がりの図の大きさは横

15cm,縦 20cmを 限度とする。片段の場合には,刷 り上

がりの最大幅は7cmと する.過大の図については,著者

がその印刷実費を負担する.

9.脚註・業績番号など

脚註は使用しない.業績番号,研究費の出所等は謝辞

や序文末尾に記す。             (KM)
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魚類学雑誌第 42巻 1号に下記の訂正があります.

Japanese Journal of lchthyology,42(1),on■ ont cover,

“Tshibangu,Ko K.and I.Kinoshita:E,arly life history。 。。'9

should read“Ea」y life histo� es.。 ."

-229-


